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1. 背景と目的 
AR（Augmented Reality）とは，現実の景

色，形，感覚などに，コンピュータを使ってさ

らにユーザが知覚できる情報を加える技術で

ある．現在では AR 技術を用いたアプリケーシ

ョンが多数発表されている． 
ARの利用例として，スマートフォン用の「聖

地巡礼」アプリと呼ばれるものがある．聖地巡

礼とは，本来は宗教上の聖地・霊場などを参拝

して回ることであるが，現代ではアニメーショ

ン（以下，アニメ）や漫画などの作品の舞台と

なった土地や建物などを聖地と称して訪れる

ことにも用いられる． 
聖地巡礼アプリは，ほとんどがアニメを対象

としたものであり，機能としては地図によるナ

ビゲーション，「聖地」におけるキャラクター

との写真撮影などがある．写真撮影用のキャラ

クターの画像は，実際の放送映像から切り取ら

れたものが使用され，バリエーションは多いと

はいえない． 
 
2. 関連技術 
「行けるアニメ! 舞台めぐり」[1]は，ソニー・

ミュージックソリューションズが開発したス

マートフォン用の聖地巡礼アプリである．この

アプリでは，作品の舞台となった場所やキャラ

クターなどの画像は，すべて作品の制作会社に

よって提供されている． 
ユーザがアプリで専用の地図を閲覧すると，

作品に使われたシーンが地図上に表示され，そ

れを見ているだけでも作品の世界に浸ること

ができる． 
さらに，チェックインポイントでは，作品の

シーン画像が表示される．その場で AR を利用

してキャラクターと一緒に記念写真を撮るこ

とができ，キャラクターボイスや壁紙などの特

典もある．日記機能では，作品の舞台（聖地）

をめぐった足跡を自分だけの日記にすること

ができる． 
 
3. 本研究の提案 
 本研究では，ユーザが「聖地」に訪れた際に

自分が所持している画像や言葉を AR によっ

て表示できるようにすることで，それぞれのユ

ーザが独自の聖地巡礼を楽しめるスマートフ

ォン用アプリを提案する．カメラ機能を搭載す

ることで，キャラクターとの記念写真の撮影も

可能にする． 
既存の聖地巡礼アプリとの違いは，ユーザ自

身が自由に素材を用意して，自由にその場所に

配置できる個人向けのアプリケーションとす

る点である． 
既存のアプリケーションに内蔵された素材

やテキストだけでは，それらに納得や好感の持

てないユーザも少なからず存在するのではな

いかと考えられる．よって，ユーザの好きな素

材やテキストを使用できるようにすれば，その

ようなユーザの利用が期待できると考えた．も

ちろん，著作権に配慮したことも大きな理由で

ある． 
 
4. 開発した聖地巡礼アプリ 
本研究の聖地巡礼アプリは，現段階では

Unity で各「聖地」の座標を登録しておき，ユ

ーザが実際にその場所に訪れたときに，任意の

画像を表示できるものである． 



ユーザは，画面上のボタンを押すことによっ

て，端末内に保存されている画像を参照し，選

択した画像を「聖地」のオブジェクトに張り付

けることができる．そこでスクリーンショット

を利用して，図 1 のように記念写真を撮影する

ことができる． 
聖地巡礼のためのナビゲーション機能は，

Google マップのマイプレイス機能で代用する

こととした．ユーザはシステムが提供する作品

ごとの Google マップ上で「聖地」の位置を確

認し（図 2），「聖地」にたどり着いたら開発し

たアプリを利用する． 
 
5. 開発方法 
アプリを実行する端末として Android 10，

開発側には Unity を利用した． 
Unity では，GPS 型 AR を作成できるアセ

ット AR + GPS Locations[2]を利用した．これ

は，緯度・経度・高度によって指定された地理

的位置にオブジェクトを配置すると（図 3），
スマートフォンの GPS 機能を利用してコンテ

ンツをスムーズに表示することができる． 

また，ユーザの端末内の画像を読み込ませて，

AR 上に表示させるため，Android アプリ間で

データの受け渡しや連携ができる Intent 機能

を利用した．外部アプリに画像ファイルを開く

Intent を投げ，外部アプリで選択された画像

ファイルのパスを本研究で開発したアプリ側

で開くようにした． 
 
6. まとめ 
本研究では，GPS 型 AR を利用した聖地巡

礼支援アプリを開発した．アプリに「聖地」と

なる地点を登録し，その場所に行って自身が所

有する任意の画像を選択し，AR で表示させる

ことができた．ナビゲーション機能は，Google
マップで代用した． 
また，本アプリはユーザの興味に応じて，ア

ニメ，ドラマ，歴史といった様々なジャンルの

「聖地」を取り入れることも可能であるため，

今後学習支援のアプリケーションにも発展す

る可能性があると考えている． 
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図 1 聖地に配置した画像の AR 表⽰ 

図 2 聖地のナビゲーションのための地図 

図 3 AR のための位置座標の設定 
 


